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研究報告 ▶ The Role of Mongolia to Fulfill SDGs in Northeast Asia
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要　旨
モンゴルは、持続可能な開発目標（SDGs）に沿った共同プロジェクトに参加することで、北東アジア（NEA）における重要なパート

ナーとしての地位を強化してきている。SDGsは、持続可能な発展を実現するために国際的なパートナーシップの重要性を強調して
いる。そのため、中国、日本、韓国、北朝鮮、ロシアを含む北東アジア諸国とのモンゴルの協力の歴史を検証し、モンゴルの「持
続可能な開発ビジョン2030（SDV）」と「ビジョン2050」の目標を支援する科学、人道、文化交流に焦点を当てることが重要な課題
となる。また、「SDG 17：目標のためのパートナーシップ」［1］は、持続可能な進展を達成するための国際協力の重要な役割を強
調している。モンゴルは、ロシアと中国という2つの大国の間に位置する内陸国として、経済的・環境的課題に効果的に対処する
ために地域のパートナーと協力することの重要性を認識している。地理的位置と外交への歴史的な傾向から、モンゴルは北東アジ
アにおける仲介者・接続役として、経済的、社会的、環境的な目標を推進する国境を越えたプロジェクトを促進する上で、独自の
役割を果たすことができる。本研究では、モンゴルが北東アジア諸国間の関係を強化する努力を強調しつつ、モンゴルの地域で
の持続可能な発展と経済発展に関する長期ビジョンにおいて、SDG 17が重要な役割を果たしていることを指摘している。
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